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世の中には、預金・株・債券・為替・コモディティ・不動産などいろんな金融商品
があるが、これらはすべて同じものである。すべての金融商品の値段はキャッシュフ
ローの集合体の現在価値、簡単に言うとすべて＜債券＞に置き換えられるからだ。

株式や不動産、コモディティなどを含むすべての投資対象が、最終的に「将来受
け取るキャッシュフロー（配当や賃料など）の現在価値」に換算できる。すべての
金融商品は実質的に「債券」として評価可能であり、米国の長期金利（債券市
場）がすべての金融市場の根幹（一丁目一番地）である。

ドル/円レートは米国の国債と日本の国債の交換、株式は償還期限のない債券
である。不動産価格も収益還元法という利回りで決まる。要するにこの世のすべ
ての金融商品は＜金利＞というファクターでみるとすべて同等に扱えるのである。
このメカニズムが理解できないと、現在はドルを買うタイミングなのか、株を買うタ
イミングなのか、コモディティを買うタイミングなのか、あるいはその商品が割高な
のか割安なのかが見えてこない。



日本10年国債金利（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 7



日本10年国債先物1限月（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 8



日本30年国債金利（週足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 9



日本2年国債金利（週足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 10
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日米の金融当局は、プリンティングマネー（紙幣増刷）によって
資産インフレ（バブル）を起こして好景気を演出し、通貨の下
落によって債務（借金）の価値を下げるというインフレ（ステル
ス増税）政策を続けている。

日本の1300兆円超の借金を減らしていくには国内総生産
（GDP）2％成長を30年複利で続けていくか、インフレで借金
の実質価値を下げていくかの二つしかない。

日本銀行が輪転機で刷った円で政府の借金を帳消しにするとい
うインフレの方向性は、〈国民の預金を連帯保証人とするインフ
レ政策＞である。



ドル/円（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 12



日経平均CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 13



S&P500CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 14



ナスダック100CFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 15



KOSPICFD（日足）

出所：トレーディングビュー・石原順インディケーター 16
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ドイツのワイマール時代のハイパーインフレでは、当初、人々は
不満を言うのではなく、株でもうけたお金でシャンパンを開けて
喜んでいた。飢餓感は後からやってきた。100年ほど前のドイツ
で生じたハイパーインフレ（1922～1923年）と現在の資産
インフレには、「紙幣の増刷」という大きな共通点がある。

歴史的に見れば、インフレ不況が起こりにくいのは、消費者物
価が上昇する前に資産価格が上昇するからだ。富裕層は株が
高騰し、住宅価格が高騰したため、消費を続けている。こうした
経済は終わりの予感を感じにくい。インフレによる不況の到来は
見えにくいのである。



18https://www.youtube.com/@ishihara-jun
出所：YouTube【石原順チャンネル】
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